
校長室からこんにちは 令和５年１２月８日（金） 

 

       本日はそば学習の脱穀について学びました。本校の５年生は、日本で唯一 

と言ってよいであろう、伝統と文化と地元の方の想いを学ぶそば学習をさせていただ

いています。これは、地元深大寺そば組合の皆様のご協力なくしてできないことです。地元を愛

する皆様方のおかげで、今日子どもたちは、脱穀を経験しました。脱穀機で実を落としてもなお、

数粒ついている種を、最後まで丁寧に外していらっしゃる様子を拝見し 

、最後まで丁寧に作業することの大切さも学んでくれたらいいなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              先週、学校の廊下に１年生と２年生が一緒に自由広場に行った時の

写真を掲示していました。その中の、「だるまさんが転んだ」をして

いる写真を見ながら、今年もまた同じことを考えました。このゲーム 

のジャッジのすべては鬼にゆだねられており、動いたか動かなかったかは鬼が決めます。でも、 

面白いいことに子供たちは文句も言わず楽しそうに遊んでいます。子供たちは皆、いちいちクレー 

ムをつけていたら楽しくないということを知っています。不満や文句を言えば、自分も楽しくなく 

なるのを知っています。私は、このゲームをしている子供たちを見るのが大好きです。とても癒さ 

れるからです。子どもたちは、曖昧さを許容し楽しんでいます。こんなに大切なことを子供の時に 

学んだのに、どうして大人になると許容の範囲が狭くなっていくのでしょうか。子どもと常に一緒 

に４０年近く過ごしてきた私は、こういうことを子供からたくさん学ばせてもらってつくづく幸せ 

だなと思います。 

 

 

そば学習 


